










要約:正常値は,得られた検査結果が正常か異常かを判断するための“物指し”である。そ

の背景にはさまざまな問題点が内在している。とくに小児科においては,多くの検査項目

で成人とは大きく異なり,発育とともに変動する。しかも,正常試料の入手に困難があり,

各施設毎に正常値を求めることはまず不可能である。そのために,臨床の現場に役立つ正

常値または臨床参考値を求めることが必要である。


